
事業の計画・内容

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円）

合計（A+B)
③財源内訳 特定財源
（千円）

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

マラソン大会の参加者は概ね１，０００人台で推移しており、一定の定着は図られているが、さらなる参加者増を目指しインターネットによる募集を導
入した。スポーツフェスタは、体育協会青山支部が中心となり、誰もがスポーツに親しみ関心を持つとともに、参加者相互の親睦と交流を深め健康
的な生活が送れることを目的として開催している。またニュースポーツの普及にも寄与するものである。

実績値 目標値

1,150

国県支出金
地方債
受益者負担
その他特財

10,099

1,400委託料

その他

1,400 2,400

10,040 11,040

10,040

担当部課名 スポーツ活動振興事業教育委員会　青山分室

8,640 8,640

1.2 1.2 1.2

根拠法令・要綱等平成

ソフト事業

市民（他都市住民も可）

事業名

基本施策

1131

伊賀市　事務事業評価シート

スポーツ活動を通じて市民の健康保持増進を図るとともに、参加者を広く
全国へ呼びかけ、伊賀市（青山地域、青山高原）を積極的にPRする。

成果（どうなるのか）

スポーツ活動振興事業

青山高原つつじクォーターマラソン大会　（平成１７年５月２９日（日）、大会実行委員会として実施）
　応募者：３kmの部　２３２人
　　　　　　５kmの部　１８４人
　　　　　　10.55kmの部　６７７人　　計　１，０９３人
青山スポーツフェスタ（平成１７年１０月～１２月にかけて、実行委員会として実施）
　尼ヶ岳ハイキング、ゲートボール大会、ユニカール大会、パターゴルフ大会（当日雨天中止）、ドッジビー大会、ゴルフまつり、ターゲットバードゴ
ルフ大会、ソフトバレーボール大会　　計　８競技

スポーツ振興法終了年度開始年度 平成 年度

事業の目的の成果を測る指標

1,449
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10,099
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作成者氏名

事
業
の
目
的

本
年
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対象等（何を、誰を）

H19（予算）H17 H18（予算）

年度

4

3

3

評
価

有効性

達成度

効率性

3必要性

H17
単位

11,040

活動指標

マラソン大会伊賀市内在住者
参加割合

％ 172,400

1,200
青山高原つつじクォーターマラ
ソン大会応募者数

人

20

スポーツフェスタ参加者数 人 769 800 800

20

青山高原つつじクォーターマラソン大会
応募者数

人
1,093

目標

市民の健康保持増進及び伊賀市（青山地域、青山高原）の全国へ
のPRが図られる。

1100

1,200

A

総合評価マラソン大会は、市外在住者の参加割合が８０％超となっており、市内在住者の参加者を増やすためにも、
ランナーのニーズに応じた魅力ある大会の企画・運営を図る。また、スポーツフェスタは、参加者相互の親
睦はもとより、健全な心身の発達と生涯スポーツの振興に寄与している。今後もスポーツ振興策の重要施
策として位置付け発展させたい。

目標

H18（目標）指標設定の考え方

34 だれもが気軽に楽しめるスポーツを振興する

コード 名               称 名            称コード
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保健体育総務費

会計
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H19（目標）H17

５２－１１１０連絡先
１０２
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細目

正規職員     （人）

スポーツ活動振興事業鋤本　方洋 細々目

H18 H19

1,093 1,150


